
化学概説Ba 2週目と3週目
後期 月曜日4限

理学部本多尚

教科書
Chemistry: A Molecular Approach (5th Edition)
Nivaldo J. Tro著（出版社：Pearson Education)

*この教科書は、化学全体を扱っています。また、内容の
ほとんどが高校化学です。授業では教科書に記されている
内容をベースに大学化学の基礎を講義します。

本多自己紹介
理学部教授・共通教養長
固液中間相の研究・機能性高分子の研究・多孔性材料の研究など
担当科目：基礎化学実験・化学概説C・化学熱力学・溶液化学など
http://honda.sci.yokohama-cu.ac.jp/ 実験レポートの書き方
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https://opac.yokohama‐cu.ac.jp/drupal/?q=ja/guide#course%20B'
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理系の実験レポートの基本事項

☑用紙

☑本文の構成

☑表紙
・実験課題名
・実験実施⽇
・レポート提出⽇
・提出者

（学部名、学⽣番号、⽒名）
・共同実験者

（学部名、学籍番号、⽒名）
を書く

A4版のレポート⽤紙または
⽩い⽤紙を⽤いる

１ 実験⽬的
２ 実験 or 材料と⽅法
３ 結果
４ 考察
５ 参考⽂献

実験：物理・化学
系

材料と⽅法：⽣物
系
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☑本文の構成

実験の⽬的を具体的に・簡潔に書く。
1．実験⽬的

あなたが「なぜ」それをやることにしたのか（理由）を記すこと

授業で行う実験の場合は、テキスト記載の実験の目的を理解し、
それを自分の言葉で書くこと
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☑本文の構成

⾃分の⾏った実験内容を書く。

2．実験 or 材料と⽅法

あなたが⾏った操作を記すこと（テキスト記載の実験でも丸写ししない）

（1）上皿天秤を用い、塩化アンモニウムを12.3 gはかりとった。
（2）水200 mLのビーカーに水酸化カルシウム20 gを加えた。

例

●記述すること
使⽤した試薬と量、器具や装置、実験⽅法、測定⽅法など

箇条書きにするとよい 過去形で書くことが一般的

実験値を正確に書く

☑本文の構成

実験で得られた⽣データを⽰す。

3．結果

事実をありのままに書くこと（ネガティブだと思う結果にも価値がある）

●実験結果を⽰す⽅法
図・表 → 通し番号、Caption は必須！

☑ 単位がある値には、必ず単位を明記
☑ ⾃分が⾏った実験結果であるため、過去形で書く
☑ 客観的な事実のみを書く

4．考察とまとめて書くことも可能であるが、
実験事実なのか⾃分の考えなのか区別して書くこと！
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Captionの例（図の場合）
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図1. 273 Kにおける気体Aの圧力と体積の関係

実験データに線を引く際
は、そのデータの理論を
考え、適した線を⼊れる
こと。
この例の場合はボイルの
法則を与えることが理論
的に考えられるので、
左の⽅が適している。
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図2. 273 Kにおける気体Aの圧力と体積の逆数の関係

曲線は理論式からの
「ずれ」がわかりにく
いので、下図のように
直線になる様にグラフ
を⼯夫できると⾮常に
良い。

Caption：
「その図や表が何を⽰しているのか」を⽰すもの。

図の横軸・縦軸およびそのタイトルと単位を必ず書く

Captionの例（表の場合）
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電流 [A] 電圧 [V]

1.05 0.50

2.00 1.10

3.40 1.65

表3. 実験で得られた電流と電圧

図と表それぞれで、通し番号を付ける
こと。

表に書き込む数値には有効桁数を意識する
(例：2 Aと2.00 Aでは意味が異なる)



化学分野の実験レポートにおいて、化学反応式を⽰す
⽅法。
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NH2 + (CH3CO)2O NHCOCH3 CH3CO2H+

Scheme 1. アセトアニリドの合成反応

Schemeも通し番号を付けるこ
と。

Scheme

図・グラフ・画像データ…を扱うときに注意したい

不正⾏為、剽窃

テキストや参考書の写真を撮り
そのまま実験レポートに載せる

余計なものが写っているので
除去する
都合の悪いデータを削除・修正

→

画像を切り貼りして加⼯

Aの数値
Bの数値

Cの数値

Aの数値

Cの数値

Bの数値

⾒栄えを良くするため…であっても、
画像加⼯は「改ざん」になります。
実験データも同じです。失敗しても
テキストどおりの数値が出なくても

修正したり・削除したりしないこと！
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☑本文の構成

得られた結果について検証する。

4．考察

教科書等に実験結果が記載されている場合も疑問を⾒い出し検討すること

●考察のポイント
☑実験結果の妥当性を関連⽂献を適時引⽤して、検討する
☑実験結果から何が考えられるのか、記す
☑実験を⾏って⾃ら疑問に思ったことを明らかにするには、

次にどのような実験を⾏えば良いか、検討する
☑⽤いた試薬や個々の実験操作の意味を考える

「なぜ？」という疑問を持ち
納得できるまで追究すること

が重要！
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☑本文の構成

レポートに掲載した⽂献やデータの出典を⽰す。
レポートの最後に、リストとしてまとめる。

5．参考⽂献

必要な書誌情報（本や論⽂に関する情報）を集め、正しく⽰すこと

★実際にレポートを書くときに、著者は何⼈まで書くのか、などの指⽰を
その都度確認しましょう。

★ 図書の初版の場合、版の記載は不要です。また刷も記載不要です。
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ここがポイント！



参考⽂献の書式と注意点

（1）必要な書誌情報を統⼀した書式で記載すること

著者名、『書名』、出版者、発⾏年
図書の場合の例

著者名、「論⽂名」、『雑誌名』、巻（号）、⾴数-⾴数、
出版年

日本語論文の場合の例

Author, “Title”, Journal name, Volume(Number), 
page-page, Year

英語論文の場合の例

『サイト名称』、<URL>（参照年⽉⽇）
Webサイトの場合の例
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必要な書誌情報を⼊れることが重要！

重⽥諭吉、「反射⾼速電⼦線回析法による表⾯構造解析」、 『横浜市⽴⼤学論叢．⾃然科学系列』、
67（1, 2 & 3）、 17-49、 2019

参考文献リスト
[29] Y.Fukaya, K. Nakamura, and Y. Shigeta, “Wide range temperature dependence of 

RHEED rocking curve from a Si(111)-7×7 surface”, J. Vac. Sci. Technol. A18, 
968-971 (2000). https://doi.org/10.1116/1.582285

[30] 重⽥諭吉，“高速ビームロッキング法による反射高速電子線回折強度の測定とその
応用”，表面科学，第24巻，128-135 (2003)． https://doi.org/10.1380/jsssj.24.128

[31] Y. Shigeta and Y. Fukaya, “Study of structure changes on the Si surfaces using 
reflection high-energy electron diffraction”, International Journal of Modern 
Physics B, Vol. 18, 289-316 (2004). https://doi.org/10.1142/S021797920402388X 

参考⽂献の書式と注意点

（2）本⽂で引⽤した順に番号を付けて記すこと
このプログラムでは、一宮先生のプログラムの表面層における
近似を無くし、近似を用いずに正確に計算するようにした点と、
試料温度を正確に反映できるようにしたところ[29]に新規性が
あり、詳細な強度変化を正確に再現できた[30,31]。

本⽂

例 番号を対応
させる
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滴定の回数 NaOH水溶液の滴下量 / mL
1 10.01

2 10.51

3 10.04

4 10.01

結果

NaOH水溶液の滴下量
1回目 10.01 mL
2回目 10.51 mL
3回目 10.04 mL
4回目 10.01 mL

2回目の値が大きく外れているの
で1, 3, 4回目を平均し、以下の滴
下量であることが分かった

NaOH水溶液の滴下量：10.02 mL

結果

NaOH水溶液の滴下量を表1にまとめる

表1 NaOH水溶液の滴下量

2回目の値が大きく外れているので1, 3, 
4回目を平均し、・・・・・

・すべての数値に単位をつけると見やすさが損なわれることもある。
そのときは表を活用する（右）。

結果の例1：中和滴定の実験を例にして、
どこが良くないのか考えてみましょう

結果

10.01 10.51 10.04 10.01

平均10.02

Question 練習問題２

問題 0-1 左上のレポートの結果の部分を見て、レポートとして良くないと思う部分
を書いて送りなさい

・何の数値なのか書いていない
・単位がない
・どの値を平均したのか書いてない
・なぜ2回目の結果を外したのか説明がない

20.00  8.80 
20.20  10.70 
20.40  11.00 
20.60  11.17 
20.80  11.29 
21.00  11.39 
22.00  11.68 
23.00  11.84 
24.00  11.96 
25.00  12.05 
26.00  12.12 
27.00  12.17 
28.00  12.22 
29.00  12.26 
30.00  12.30 
31.00  12.33 
32.00  12.36 
33.00  12.39 
34.00  12.41 
35.00  12.44 
36.00  12.46 
37.00  12.47 
38.00  12.49 
39.00  12.51 
40.00  12.52 

←ここで色が変わった

結果の例2-1：pH曲線作成の実験を例にして、どこが良くないのか考えてみましょう

結果

・縦軸の目盛りがない
・横軸の単位がない
・図のキャプションがない

上にあるのはキャプションではない
・測定した値は点で表す（測定点が結果で、その間

はガイドラインにすぎない）。

滴下量 pH
0.00  2.90 
1.00  3.52 
2.00  3.85 
3.00  4.05 
4.00  4.20 
5.00  4.32 
6.00  4.43 
7.00  4.53 
8.00  4.62 
9.00  4.71 
10.00  4.80 
11.00  4.89 
12.00  4.98 
13.00  5.07 
14.00  5.17 
15.00  5.28 
16.00  5.40 
17.00  5.55 
18.00  5.75 
19.00  6.08 
19.20  6.18 
19.40  6.31 
19.60  6.49 
19.80  6.80 

・データだけのページになっている
・「何の」滴下量なのか書いていない
・単位がない
・色がどのように変わったのか書いてない

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

pH

NaOH水溶液の滴下量

pH曲線

Question 練習問題２



結果の例2-2：pH曲線作成の実験を例にして、どこが良くないのか考えてみましょう

結果

滴下量 / mL pH
0.00  2.90 
1.00  3.52 
2.00  3.85 
3.00  4.05 
4.00  4.20 
5.00  4.32 
6.00  4.43 
7.00  4.53 
8.00  4.62 
9.00  4.71 
10.00  4.80 
11.00  4.89 
12.00  4.98 
13.00  5.07 
14.00  5.17 
15.00  5.28 
16.00  5.40 
17.00  5.55 
18.00  5.75 
19.00  6.08 
19.20  6.18 
19.40  6.31 
19.60  6.49 
19.80  6.80 

20.00  8.80 
20.20  10.70 
20.40  11.00 
20.60  11.17 
20.80  11.29 
21.00  11.39 
22.00  11.68 
23.00  11.84 
24.00  11.96 
25.00  12.05 
26.00  12.12 
27.00  12.17 
28.00  12.22 
29.00  12.26 
30.00  12.30 
31.00  12.33 
32.00  12.36 
33.00  12.39 
34.00  12.41 
35.00  12.44 
36.00  12.46 
37.00  12.47 
38.00  12.49 
39.00  12.51 
40.00  12.52 
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表1 NaOH水溶液の滴下量とpHの関係

・色で示した値が何か書いていない
・表だけで本文がない。説明文があると良い

図1 NaOH水溶液の滴下量とpHの関係

・縦軸に目盛りがない（どの位置がその数値なのか分からない）

・1種類のデータだけなので、測定点を結ぶガイドラインはなくても分かる
→ ガイドラインはあってもなくても良い

・横軸のような目盛りが縦軸にもあればこの形式でもOK
（1ページ前の「結果の例2-1」ようにグリット線を入れなくても良い）

Question 練習問題２

実験
(1) 上皿天秤でAを5.20 gはかりとった。
(2) メスシリンダーを用いBを10.0 mL、Aに加えた。
(3) ガラス棒を用い、室温で拡販した。
(4) 得られた沈殿を吸引ろ過した。
(5) 残渣をエタノールで洗浄した。
(6) 得られた固体を濾紙に広げ、1晩室温で乾燥し
た。
(7) 翌日質量を上皿天秤ではった。

結果
物質Aは白色の針状結晶で、物質Bは無色透明の

液体であった。得られた固体は青白色の粉末で
あった。

得られた固体粉末の質量は
固体＋濾紙の質量 4.32 g
濾紙の質量 0.12 g

より、4.20 g であった。

考察の例1：物質AがA + B → C の反応を示す。この反応の実験の考察の例を見て、あなたなら何を
加えるか考えてみましょう（実験と結果は左。考察部分を中心に考えましょう！）

考察
得られた結晶が青白色である[1]ことから、目的の生成物が得られ

たと考えられる。
物質Aと物質Cの分子量はそれぞれ52.0と84.0である。つまり、

今回の反応はScheme 1に示すように1 molの物質Aから1 molの物質C
が得られる。つまり理論的には0.100 molの物質Cが得られることにな
る。

収率が100%にならなかったのは、ろ過でろ紙に残った試料があった
ためだと考えられる。

ろ紙に残った量が得られた固体粉末と同量であれば、意味のある考
察です（その場合、実験をもっと丁寧にと言うことになりますが）

物質A: 物質C：5.2052.0 ൌ 0.100 mol 4.2084.0 ൌ 0.05 mol

収率（%）ൌ 0.0500.100 ൈ 100 ൌ 50%

例えば、
・色の変化がなぜ起こったのか。物質A, B, Cの分子構造から考えることができます。
・収量は物質Bの物質量も検討する必要があります。物質Bは液体なので、文献で密度を調べる必要がありますね。
・実験でビーカーを触っています。反応により温度が上がったり下がったり感じられた場合、反応熱に関する考
察もできます

Question 練習問題２

実験レポートの書き⽅に役⽴つ参考書

●「基礎実験テキスト」
→横浜市⽴⼤学理学部 基礎実験担当者編集

●「改訂 化学のレポートと論⽂の書き⽅」
→⼩川雅彌監修代表、化学同⼈、1993年

●「誰も教えてくれなかった実験ノートの書き⽅」
→野島⾼彦、化学同⼈、2017年

●「理科系の作⽂技術」
→⽊下是雄、中公新書、1981年

所蔵あり！
B407/1

所蔵あり！
407/226

講義関連、開架

開架

所蔵あり！
430.7/18N3
講義関連
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Periodic Table

分子の性質
・構成元素の種類と数
・分子構造

分子構造（Molecular Structure）
水がどうして H-O-H が折れ曲がった構造
をとるのかは、量子化学の理解が必要
（化学概説Cの後半）

H2O2

法則や理論、仮説、実証などについて書かれている。重要な内容ではあるが、
ここでは触れない（法則や理論は歴史的な慣習もあるので）。



問題 1-1 英文を読んで正しいものをすべて選びなさい

(1) 水が気化するとき、エネルギーを体に与える。

(2) 天然ガスの燃焼は化学変化である。また、発熱反応である。

(3) エネルギーとは、仕事をするcapacityである。

(4) ダイエット用の自転車は進まないので、ペダルをこいでも仕事にはならない。

Work：仕事

Absorption：吸収・吸着
Desorption：脱離

化学概説Cで説明したので、省略

実験データには誤差がある→ 有効数字
＊基礎実験で学ぶので省略

化学概説Cで扱っているので、省略

基礎実験で学ぶので省略（レポートの書き方などでも説明した）



2年生の周期表の化学の内容



Na

Cl

＋

－

共有結合

詳細は、化学概説Cの後半や量子化学の講義で

H HO

Nucleus

Electron

金属性元素と非金属性元素を理解できれば簡単

非金属性元素＋ 非金属性元素 =      共有結合

金属性元素 ＋ 非金属性元素 = イオン結合

金属性元素 ＋金属性元素 = 金属結合

非金属性元素は少ない!
主な元素は

H, C, N, O, P, S,
F, Cl, Br, I

18族元素(希ガス)は化合
物をほとんど作らない

価電子0個

イオン結合と共有結合の見分け方

Empirical Formula：実験式

・実測によって見いだされ
た諸量の間の関係式
・化合物を構成する原子の
数の比が最も簡単な整数比
例) NaCl
CO2やH2Oなど分子式と同じ
になるものもある



単体：Simple Substance or
Elementary Substance

日本語は、逆になるので注意が必要 塩化カリウム 酸化カルシウム



(1)  Cobalt(II) Chlorine (2)  Cobalt(II) Chloride

(3)  Cobaltous Dichloride (4) Cobalt(II) Dichloride

(5) Chlorine Cobalt (II) (6) Cobaltium (II) Chloride

塩化コバルト(II)として適切なものを1つ選びなさい問題 3-1

(1) Sodium Sulfide (2) Disodium Sulfide (3) Disodium Sulfate

(4) Sodium Sulfate (5) Sulfur Soda (6) Sulfate Sodium

硫酸ナトリウムを選びなさい

(1) CsN3 (2) KN3 (3) CuN3 (4) AgNO3

(5) Cu(NO3)2 (6) KNO3   (7) KNO2 (8) Cu(NO2)2

(9) AgNO2 (10) CsNO3   (11) CsNO2 (12) KCN

Potassium Nitrateを選びなさい 結晶水：Water of Crystallization or Crystal Water
・配位水（Coordination Water）陽イオンに直接結合している水 MgCl2･6H2O
・陰イオン水（Anion Water）SO4

2-などに強く結合している水
・格子水（Lattice Water）結晶格子の空間を満たす水
・構造水（Constitution Water）OH-として存在するが加熱でH2Oとして抜ける Mg(OH)2
・沸石水（Zeolite Water）格子水と同じだが、脱水で結晶構造が本質的に変わらない

HCl：Hydrochloric Acid
H2SO4：Sulfuric Acid
HNO3：Nitric Acid
H2CO3：Carbonic Acid
H3PO4：Phosphoric Acid

Cl-：Chloride
SO4

2-：Sulfate
NO3

-：Nitrate
CO3

2-：Carbonate
PO4

3-：Phosphate

OH-：Hydroxide

NaOH：Sodium Hydroxide

命名法はまとめておいて下さい



化学概説Aで習っている範囲

Combustion Reaction： 燃焼反応

問題 4-1 英文を読んで燃焼反応について正しいものをすべて選びなさい

(1) 化学反応はすべて燃焼反応である

(2) 燃焼反応は物質が酸素と化合する反応をいう

(3) 燃焼反応は熱を吸収する

(4) 我々は燃焼反応を利用し、車を走らせたり料理を作ったりしている



Reactant：反応物

Product：生成物

・反応物と生成物を化学式で書く
・物質の状態を表すときは、化学式の後ろに（）書きする 表4.1参照
・反応物を左に、生成物を右に書く
・原子の数が左右で一致するように反応の係数を書く

Stoichiometry
化学量論

・質量保存の法則
・定比例の法則
・気体反応の法則

↓ 
化学組成と物理的性質の
数量的な関係

C8H18 CO2

2        : 16

22 mol   : 176 mol

問題 4-2

(d) 198 mol

問題 4-3

Mg(OH)2 = 58 → 3.26 g は 0.056 mol

1 mol の Mg(OH)2 と 2 mol の HCl が反応する→ 2×0.056×36.5 = 4.1 g

HCl = 36.5
↓

H = 1, O = 16, Mg = 24, Cl=35.5 
＊有効数字は無視します

選択肢 (1) 2.1 g (2) 4.1 g (3) 24.2 g (4) 48.4 g

magnesium hydroxide：水酸化マグネシウム
ingredient：成分
milk of magnesia：マグネシア乳
stomach acid：胃酸



Percent Yield

基礎化学実験B2とB6でPercent Yieldを計算する

Limiting Reactionの例）A + 3B → 6C の反応を考える

A を 1 mol 、B を 3 mol → C は 6 mol 生成
A を 1 mol 、B を 1 mol → C は 2 mol 生成 Limiting Reaction

2CoC12 ＋ 2NH4Cl ＋ 10NH3 ＋ H2O2 →  2[Co(NH3)6]Cl3 + 2H2O

100
O6HCoCl 22





）想される質量（グラムの質量から理論的に予

）質量（グラム得られた結晶の
収率 ％

Molecular Gastronomy：分子美食学

Solution：溶液
Solvent：溶媒
Solute：溶質

Dilute Solution：希薄溶液
Concentrated Solution：濃厚溶液

mol Lିଵ を Mで表すことがあるが、推奨しない



Image

固体をメスフラスコ
に直接入れない！

基礎化学実験B3の
操作で確かめよう！

Why?

0.5𝒙 ൌ 0.75 mol Lି ଵ5 mol L-1 → 100 mL 中に 0.5 mol の溶質が溶けている

体積 x L に溶けていれば、0.75 mol L-1 → →  x = 0.667 L

0.5342.5 ൌ 𝟎.𝟐𝟏 𝐦𝐨𝐥 𝐋ି𝟏NaNO3 = 85 → 45.4 g は 0.534 mol

これが、体積 2.5 Lに溶ける→ 

選択肢 (1) 0.21 mol L-1 (2) 0.42  mol L-1 (3) 4.7 mol L-1 (4) 18.2  mol L-1

問題 5-1

H = 1, N = 14, O = 16, Na = 23
＊有効数字は無視します

選択肢 (1) 125 mL (2) 567 mL (3) 667 mL (4) 1.0 L

メスシリンダーは使わない

基礎化学実験B3・B4・B5で
・ガラス器具の特性を学んで下さい
・正しい希釈方法を学んで下さい

Why?

基礎実験テキストより



Electrolyte Nonelectrolyte

CHଷCOOH 𝑎𝑞  ⇄  Hା 𝑎𝑞 ൅ CHଷCOOି 𝑎𝑞

NaCl →  Naା 𝑎𝑞 ൅ Clି 𝑎𝑞

CଵଶHଶଶOଵଵ

基礎化学実験B1の内容

詳細は13章



問題 5-2
(1) 硬水にはCa2+ や Mg2+ が溶けにくい

(2) 石けんの活性は Ca2+ や Mg2+ が多い水では低くなる

(3) 硬水の場合、排水するとバスタブには灰色の石けんカスが残る

(4) 洗濯洗剤の中の炭酸ナトリウムが、Mg や Ca と反応して沈殿を生成する。
この、沈殿がシャツが洗濯しても汚れる原因になっている

英文を読んで正しいものをすべて選びなさい（1つということもある）

Hard Water：硬水

Precipitation： 沈殿

Soap Scum：石けんカス

B2の実験内容

ダイナミックワイド図説化学 東京書籍 (2006)

洗剤の原理

課題：水道水中には、Na＋以外にもCa2＋、Mg2＋などがある
Ca2＋、Mg2＋は、石けん分子と強く結合 → 水に不溶（石けんカス）

（硬水では、洗浄力が落ちる）
↓

Ca2＋、Mg2＋を水中から取り除く

黄ばみ・洗濯機の目詰まり
の原因

助剤（ビルダー）

Molecular Equation

Complete Ionic Equation

Net Ionic Equation



Arrhenius Definition

水溶液中で水素イオンは𝐇ାとして単独に存在しない
1分子の𝐇𝟐𝐎と結合し𝐇𝟑𝐎ାを形成
さらに、周りの水と結合し、 𝐇 𝐇𝟐𝐎 𝒏 ାとなっている𝐇 𝐇𝟐𝐎 𝒏 ା ：ヒドロニウムイオン𝐇𝟑𝐎ା：オキソニウムイオン 一般に 𝐑𝟑𝐎 ାをオキソニウムイオン

𝐇𝟑𝐎ା ：高校では何と教わった？ Oxonium Ion？

Brønsted-Lowry Definition 酸：H+を失う物質
塩基： H+を受け取る物質

Lewis Definition 酸：電子対を受ける物質
塩基：電子対を与える物質

： B

F

F

F

多塩基酸

Diprotic Acid
2塩基酸

Diacidic Base
2酸塩基

Acid  +  Base  →  Salt  +  WaterHଶSOସ ൅ 2NaOH → NaଶSOସ aq ൅ 2HଶO l

Titration：滴定

基礎化学実験B5の内容

Equivalent Point：当量点

Indicator：指示薬



HBr + NaOH → NaBr + H2O
(酸の価数)×(酸のモル濃度)×(酸の体積) = (塩基の価数)×(塩基のモル濃度)×(塩基の体積)

x = 20 mL1×0.2×10 = 1×0.1×x

問題 5-3

フェノールフタレイン
（無色の状態）

基礎化学実験B5のレポートを書くときに調べて下さい

基礎化学実験B1の関連内容

強塩基＋弱酸の塩は強酸を加えると弱酸が分解する

酸化還元反応

酸化と還元は、酸化数で理解できる

酸化数が上がる

「酸化された」
「相手を還元した」
「還元剤」

酸化数が下がる

「還元された」
「相手を酸化した」
「酸化剤」

Redox Reaction：
酸化還元反応

(1) 上記の(a), (b), (d) の反応が酸化還元反応である

(2) 上記の(a)は酸化還元反応ではない

(3)上記の(d)で、炭素は還元されている

(4)上記の(d)で、炭素は還元剤である

(5)上記の(b)で、スズは酸化剤である

問題 5-4 正しいものをすべて選びなさい



イオン化傾向


